
＜転倒防止　取り付け・取扱説明書＞
このたびは、転倒防止をお買い上げいただき、ありがとうございます。
正しく、安全にお使いいただくために、この説明書をよくお読みください。
また、大切に保管し、必要に応じてお読みください。

注意・警告
●転倒防止は車椅子により専用サイズとなります。他の製品には取り付けないでください。
　誤って異なる転倒防止を取り付けて使用すると、後方への転倒などの恐れがあります。
　ご不明な場合は、お買い求めの代理店または (株 )松永製作所までお問い合わせください。

●標準ボンベ架や後方ガートル架、杖入れと併用される場合には、クランプタイプをご使用ください。
　ゴム脚タイプ、キャスタタイプは取り付け出来ません。
　※リクライニング用ボンベ架、跳ね上げ用ボンベ架の場合は取り付け可能です。

構 成 部 品

取り付け前に
●取り付けは平坦で安全な場所で行ってください。
●車椅子が折り畳み式の場合は、開いた状態で行ってください。
●必ずブレーキをロックし、車椅子が動かない状態で行ってください。
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必要な工具
対辺 5mm六角レンチ
※クランプタイプのみ

ゴム脚タイプ キャスタタイプ クランプタイプ

チューブ

転倒防止本体

取り付け方法
ゴム脚タイプ・キャスタタイプの場合

ティッピング

レバー

転倒防止

①ティッピングレバーに転倒防止を奥まで挿入します。
②ノブネジをしっかりと締めて固定します。

※転倒防止は奥までしっかりと挿入してください。
※ノブネジはしっかりと締めてください。

転倒防止は地面に垂直になる
ように取り付けてください。
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①クランプ部のボルトをゆるめます。取り外す必要はありません。
②ティッピングレバーにチューブを巻きつけて、クランプではさみます。
　※クランプの穴位置は上図「クランプ穴位置」をご確認ください。
③ボルト２本を対辺５mm六角レンチで締めて固定します。

クランプタイプの場合

注意 ●取り付け後には転倒防止がしっかりと固定されているか確認してください。
●ノブネジはゆるむ場合がありますので定期的に（一週間に一度など）確認してください。

使用しない場合は

ティッピング

レバー

チューブ

ﾎﾞﾙﾄ

ｸﾗﾝﾌﾟ

ティッピング

レバー穴

転倒防止穴

ｸﾗﾝﾌﾟ正面図

クランプ穴位置

転倒防止は地面に垂直になる
ように取り付けてください。

転倒防止を使用しない場合には、転倒防止の上下を反転させることが可能です。

注意 ●上下を反転させた場合、後方への転倒の可能性がありますので、
　かならず介助者が付き添ってください。

チューブは２種類同梱しています。
車椅子のティッピングレバーのパイ
プ径に合わせて使用してください。
　　肉薄　…　φ22 用
　　肉厚　…　φ20 用　

チューブ

ゴム脚タイプ・キャスタタイプの場合

ノブネジをゆるめ、転倒防止を 180 度反転させます。

ﾎﾞﾙﾄ

ｸﾗﾝﾌﾟ

対辺 5mm六角レンチでクランプ部のボルトをゆるめます。
取り外す必要はありません。
転倒防止を 180 度反転させます。

クランプタイプの場合

※Φ22は、チューブ不要です。

Φ19～20用
Φ17～18用




